
薬事日報　薬学生新聞

生物

　近年、生物の領域では図表や実験問
題など考える力を必要とする内容の出
題が増えています。このような問題に
対応するためにも、直前期には自分自
身の知識の抜けがないかなど網羅的に
復習することが重要です。実際に問題
を解く際には、自身の知識を呼び起こ
しながら、キーワードや情報を読み取
れるよう意識しましょう。
　また、薬理や薬物治療などの他科目

に関連する内容（薬の作用機序、病態
形成、感染症など）が実践問題として
出題されています。『薬の作用・病態に
関連する代謝反応』は、構造や全体像
と合わせて、『感染症』は原因となる病
原体の特徴などを関連づけて確認しま
しょう。免疫学は、反応に関わる細胞
や抗体などのタンパク質の構造や機能
が幅広く出題されていますので、全体
像を意識しながら復習してください。

衛生

　衛生の近年の傾向は、平均点が65
％前後であることです。出題に関して
は、『①既出問題②実験③歴史④トピ
ックス』と大きく４範囲です。
　①既出問題は解けるだけではなく、
一記述のポイントとなるキーワードを
確認しましょう。
　②実験は主に測定対象物質、試薬と
その目的、結果、考察を確認しましょ

う。
　③歴史は、戦後の日本の状況から人
口変動や衛生状態の変化などを確認し
ましょう。
　④トピックスは今年話題となった公
衆衛生を確認しましょう。
　衛生は年明けからでも得点がグンッ
と伸びる科目です。最後まで諦めず点
数を伸ばしていきましょう！

薬理

　例年、必須・理論・実践問題で、出
題基準に沿って万遍なく出題されま
す。その中には、『既出問題の内容』や、
『未出題薬物』に関する問題がバラン
スよく盛り込まれます。
　既出問題の内容は、問題中のキーワ
ードを理解できていれば解けるものが
多いため、既出問題を繰り返し定着さ
せながら学修し、覚えるだけでなく、

理解まで完遂させておきましょう。
　未出題薬物に関しては、過去３～４
年分（第98 ～101回国試）の問題文
中に、作用機序などの一部のキーワー
ドが「前振り」として出ていることが
あります。近年の問題で新しく出てい
る単語や、文章表現などの確認も忘れ
ずに行っておきましょう。

薬剤

　薬剤領域の近年の傾向として、出題
基準から万遍ない出題があり、これま
での既出問題を理解する上での重要な
知識が問われる傾向にあります。
　直前期には、これまでに学修を進め
た内容の定着・知識の漏れをなくすこ
とを意識して対策を進めましょう。

　『投与計画』や『ＤＤＳ』の範囲に
ついては出題の可能性が高い上、投与
計画では第97回・第99回国試、ＤＤ
Ｓでは第98回・第99回国試に複数題
出題されている要確認の範囲です。
　また、実践問題（実務や治療）との関
連性の高い範囲として、『ＴＤＭ、薬物

病態・薬物治療

　病態・治療は大きく病態生理・薬物
治療と情報・検定から出題されます。
　病態生理・薬物治療に関しては過去
にも出題のある一般的な疾患と近年話
題性のある疾患からの出題がありま
す。理論問題では症例から疾患や患者
の状態を把握して薬物を選択する問題
が出題されますので、主要な疾患の『検
査項目』は事前に確認しておく必要が
あります。
　情報・検定の範囲に関しては、近年

の国試では10題程度の出題がありま
す。特に情報に関しては『添付文書、
インタビューフォーム、緊急安全性情
報』など既出問題を確認することによ
り得点できる部分が多いため、既出問
題の確認をしっかりとしましょう。ま
た、検定に関しては実際のデータを確
認しながら回答する問題がありますの
で、既出問題から、データの読み方の
ポイントを確認しましょう。

①薬剤師法②医療法③医薬品医療機器等法④麻薬及び向精神薬取締法
⑤毒物及び劇物取締法⑥薬害と健康被害救済制度⑦医療保険制度⑧介
護保険制度⑨治験⑩承認後の制度（再審査・再評価、副作用等報告）

法規・制度・倫理

　近年は、出題基準から万遍なく出題
され、毎年新傾向の内容も出題されて
います。既出問題の内容を理解してい

ることで得点できる設問は多く、他科
目と比較して得点しやすい傾向です。

＜出題頻度が高い10項目＞

　国試までには、上記の範囲の既出問
題は一通り目を通して理解をしておき
ましょう。必須、理論、実践のいずれ
でも出題されております。
　なお、近年の法改正の注目点として、
『要指導医薬品（第101回国試初出題）、

再生医療等製品、医療機器・体外診断
用医薬品の規制』は参考書等でしっか
りと確認しておきましょう。また、６
年制国試でまだ出題がない『覚醒剤』
『大麻・あへん』『ＧＭＰ』なども注目
です。

そのまま得点につながる可能性が高い
分野です。『代表的な生薬、生合成経路、
確認試験』に加え、実務分野になりま

すが『漢方処方』の基礎についても学
びましょう！最後は気力です！１点で
も多く得点してください！

相互作用、体内動態変動（テーラーメ
イド医療）』があります。ＴＤＭでは有
効血中薬物濃度、薬物相互作用では代

謝の誘導と阻害、体内動態変動では疾
患時や加齢に伴う体内動態パラメータ
ーの変化について確認しましょう。

実務

　まず、問題を解く時に『薬剤師とし
て適切な行動を心がける』ということ。
分からない問題に出会った時も、選択
肢の内容の先を考えると、患者にとっ
て不利益になる内容が隠れており、正
誤を判断できることがあります。また、
直前期に何を勉強すべきかは、特に多
く出題される下記の範囲を目安に再確
認してください。
　【注射剤・輸液関連】頻出されるの
が、配合変化で、p H変動や溶剤、輸
液バックの素材など様々なので、配合

変化の理由まで確認してください。ま
た近年では電解質輸液だけではなく、
栄養輸液に関しても出題されているの
で、各輸液の特徴を確認しましょう。
　【医薬品関連】既に出題された用法
・用量や相互作用は必ず覚えましょ
う。また、副作用の初期症状が判別で
きるか問われています。
　【管理】医薬品はどのような方法で
管理するのか、例えば、どのような場
所で管理するのか、廃棄をするのか等、
確認しましょう。
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